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佐用町の概要

・兵庫県の最西端

・平成17年10月
佐用郡4町が合併
・人口 １９，８５３人

・高齢化率 30％超

過疎と少子化に
あえぐ町



江川地域の概要

○佐用駅から３km～12km

○山間地域に11集落（小学
校区）

○人口約1,200人400世帯

○限界集落（高齢化率50％
以上）は 2集落

○郵便局1箇所・商店（移動
販売実施）1件、駄菓子屋1件



江川ふれあい号の運行まで

○平成１８年 佐用町・西播磨県民局・大阪大学・県福祉のま

ちづくり研究所と江川地域と初会合

⇒地域交通を考えるきっかけ

○平成１９年 ・淡路市長沢地区へ視察

・江川地域交通会議開催（4回開催）
・ワークショップの実施

・住民アンケートの実施（回収率90%以上）



江川ふれあい号の運行まで

○平成２０年 ・舞鶴市池内地区への視察

・江川地域交通会議の設置（3回開催）
・江川地域内で試験走行を実施

○平成２１年 地域バスの名称募集→「江川ふれあい号」
江川ふれあい号の試験運行

・無償による定時定路線運行（９日間）

・延べ６２人（6.9人／日）



江川ふれあい号の運行まで

○平成２２年 江川ふれあい号の試験運行

・無償によるデマンド運行（19日間）
・延べ298人（15.7人／日）

住民全戸アンケートの実施（回収率90%以上）

74%の住民が自主運行に賛成



江川ふれあい号の運行まで

○平成２２年９月３０日 江川ふれあい号出発式

○平成２２年１０月１日 運行開始



江川ふれあい号

� 江川ふれあい号
○佐用町の市町村運営
有償運送事業の範囲内
で運行委託

○平日毎日運行、当日
予約OK、1日4便

○受付ボランティア４名、
ボランティア運転手19名

○車両は１台（公用車を
無償貸与）



江川ふれあい号の実績

【年間運行日】

２５６日
【年間乗客数】

３，３３１人
【1日あたり】
約１３人
【１便あたり】

約３人弱



ご清聴ありがとうございました。


